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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文はリアルオプションの理論的分析を広範かつ詳細に展開した、わが国でも先駆的な研究成果である。アイデ
アと言葉が先行し、さらにはアドホックな利用が散見される当該テーマについて、厳密な理論分析と、批判的検討を
加え、そのうえでオリジナルなモデルを展開するという非常にオーソドックスな方法を採っている。中心的な貢献は、
先端的な企業において重要な役割を果たす各種の戦略的意思決定において、多様なリスクヘの対処をリアルオプショ
ンの概念を活かすことによっていかに発展させるかという問題を精緻なモデルで分析したことである。周知のように、
リアルオプションは、その発想から、理論展開ならびに応用に至るまで、既存の理論とは全く異なる利点を多く備え
ている。本論文はそのように大きな可能性を秘めた理論を詳細に検討し、ゲーム理論との協力も含めてこれからの発
展方向を示しているとも考えられる。以上の理由から本論文は博士（経済学）に値するものと判断する。 
